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【目的】単層カーボンナノホーン(SWNH)は単層グラ
フェンから成る両端の閉じたチューブであり、通常約
2000本が放射状に集まった球状の集合体を形成してい
る(図参照)。中でも酸化した SWNH(oxSWNH)は壁に
孔を有し、薬剤分子を容易に担持させることができる
ため、ドラッグデリバリーシステムにおける薬剤キャ
リアとしての応用が期待されている。本研究では、ス
テロイド系抗炎症剤であるプレドニゾロン(PSL)を ox

SWNHに担持させ(PSL-oxSWNH)、関節炎モデルラッ
トの足根関節に投与し、その効果について検討した。
【方法・結果・考察】SWNHを乾燥空気中で加熱(1 °C/minで 560 °Cまで昇温)さ
せることにより、oxSWNH を得た。エタノール/水混合液中にて PSL を oxSWNH

に吸着させ、ろ過により PSL-oxSWNH を回収し、乾燥させた。PSL の担持量は、
担持されなかったろ液中の PSL 量を高速液体クロマトグラフィーで計測すること
により算出し、PSL-oxSWNH 1 g中に約 0.3 gの PSLが担持されていることを確認
した。培地中における PSL の放出を検討した結果、初めの数時間に初期バースト
が見られた後に徐放されるようになり、約 24時間で平衡に達した。放出率は培地
中における PSL-oxSWNHの濃度によって異なり、0.05 mg/mLでは約 40%であった。
PSL-oxSWNH をリウマチ性関節炎のモデルとなる CIA(Collagen-Induced Arthritis)
ラットに予防的に投与した結果、わずかに関節炎の進行を遅らせることに成功し
た。


